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  今月は 

 

                                  

をテーマに、日々の業務に役立つ知識を共有しました。 

 

麻薬は、患者さんの痛みを和らげるために欠かせない薬剤ですが、使用には慎重な 

対応が求められます。依存性や耐性、退薬症候＊１などの特徴を理解し、適切な管理を行 

うことが大切です。＊１退薬症候は、薬物の使用を中止または減量した際に現れる身体的および精神的な症状 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜院内で使用されている麻薬について＞ 

それぞれの薬剤の特徴や使い方。 

また安心して取り扱えるよう、適応や投与方法、 

用量などについてわかりやすい説明がありました。 

 

 

 

 

 

「医薬品の安全な使用」と 

「麻薬の適正な取り扱い」 



 

＜麻薬の取り扱い手順について＞ 

麻薬の処方や施用には、決められた手順があります。 

処方箋の管理や施用票の記入、返却時の確認など、細かな 

ルールを守ることで、安全な運用につながります。 

夜間や休日の対応についても体制を整えています。 

 

＜麻薬の返却・廃棄について＞ 

使用済みの麻薬や残薬は、適切な方法で処理・返却することが求められます。薬剤師の立ち会い

のもとで廃棄を行うことで、安心・安全な管理が保たれます。日々の業務の中で、こうした手順を

丁寧に守っていくことが大切です。 

 

 

 

 

＜重大な副作用が発生した場合の対応＞ 

万が一、重大な副作用が起きた場合には、迅速かつ正確な対応が必要です。電子カルテへの記録 

や報告書の作成など、チームで連携しながら患者さんの安全を守る体制を整えています。 

 

今回の勉強会は、「医薬品の安全使用体制の確保」に向けた取り組みの一環として開催

されました。日々の業務では忙しさに追われがちですが、こうした学びの場を通じて、

「安全に薬を使うとはどういうことか」を立ち止まって考えることができました。 

特に麻薬の取り扱いについては、厳格な管理体制や職種間の連携、患者様への丁寧な

説明など、安心につながる重要な要素が多く含まれており、職員全体でその責任と意義

を共有することが不可欠だと感じました。 

麻薬は、適切かつ責任ある管理が求められる医薬品であり、その取り扱いには高い倫

理観と専門知識が必要です。今回の勉強会を通じて、職員一人ひとりがその責任の重さ

を再認識し、安全使用への意識をさらに高める契機となりました。 

 

胃内視鏡検査（スコープ）取り扱い講義 

勉強会の後半では、富士フイルムメディカルの担当者様 

より、胃内視鏡検査（スコープ）の取り扱いに関する講義を 

していただきました。スコープは精密機器であるため、日々 

の取り扱いや保管方法がとても重要です。基本的な操作の 

確認だけでなく、トラブルを防ぐための注意点や、機器を 

長く安全に使うためのコツなど、実務に直結する内容が盛り込まれていました。 

こうした外部の専門家による学びの機会は、日々の業務に新たな視点をもたらしてくれる

貴重な時間だと感じます。 


